
 

 

 

 

 
 
 

 
  

  

 
   
 
ハウステンボス美術館では、２０１１年２月１１日（金・祝）から４月１７日（日）まで、“ヨーロッパの音

色”をテーマに、スイス製オルゴールや自動演奏楽器などの美しい調べを奏でる所蔵品を展示・紹
介する「ヨーロッパの音色展」を開催します。 

 
ハウステンボス美術館・博物館では、１９９２年の開業時より、

オランダ・ユトレヒトの国立自動演奏楽器博物館・前館長レオナ
ルド・ハスペルス博士（１９９２年当時同館 顧問）の協力を得て、
１８～２０世紀のストリートオルガンやオルゴール等の自動演奏楽
器を収集してきました。 
本展では、それら収蔵品の中から、楽器としての完成度が高

いだけでなく、調度品としても素晴らしいもの、あるいは珍しい動
作を見せるユニークなものを選りすぐって約４０点を展示。期間中
は随時、その貴重な演奏もご鑑賞いただけます。 
デジタル化が進んだ現代の音楽機器とは違う、古き良き時代

のヨーロッパに流れた優雅な音楽と、それを奏でる美しい自動演
奏楽器の数々を、この機会に是非ご覧ください。 
 
【右写真：フィオリーナ】 自動演奏バイオリンと自動演奏ピアノの一体型で、ドイ

ツのハップフェルド社製。円環型にしたバイオリンの弓を回転させ、据え付けた

数台のバイオリンの弦に擦り合わせて音を奏でる。曲を記録したロールペーパ

ーの穴でピアノも同時に演奏を行なう。 

 

 

【展覧会名】 ハウステンボス美術館・博物館所蔵 「ヨーロッパの音色展」 

【会   期】 ２０１１年２月１１日（金・祝）～４月１７日（日） 

【会   場】 ハウステンボス美術館（パレス ハウステンボス内） 

【開館時間】 １０時～１９時(最終入館１８時３０分) 

【料   金】 ６００円（とくとくチケットをお持ちの方、およびファミリエ年間パスカード会員の方は３００円） 

※会期、開館時間、料金などは変更する場合がございます。あらかじめご了承下さい。 
 
≪催し物≫ 
■自動楽器の演奏  会期中毎日、約１０分おき開催 
■ギャラリートーク   毎週土曜日１５:００～１５:３０ 

（ハウステンボス美術館学芸員などによる展示作品の演奏と解説） 
■ハンドベル体験   毎週日曜日１４:３０～１５:００ 
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「ヨーロッパの音色展」 
Ａ Ｅｕｒｏｐｅａｎ ｓｏｕｎｄ 

期間：２０１１年２月１１日（金・祝）～４月１７日（日） 

ハウステンボス美術館・博物館所蔵 

ハウステンボス㈱  宣伝課  担当：中野・内薗 
ＴＥＬ：０９５６-２７-０１８０  ＦＡＸ：０９５６-２７-０９０３ 

 

～本件のご取材、内容に関するお問い合わせは下記までお願いします～ 

一般のお客様のお問合せ先：ハウステンボス総合案内センター  ０９５６-２７-０００１ 

http://www.huistenbosch.co.jp 

 

 

 

概要 


